
品
川
区
の
基
金
は
数
年

間
に
わ
た
っ
て
６
０
０
億

円
前
後
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
品
川
区
の

予
算
編
成
は
行
政
自
ら
が

低
賃
金
の
不
安
定
雇
用
を

生
み
出
し
、
所
得
格
差
を

広
げ
、
区
民
の
中
に
貧
困

を
も
た
ら
す
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
福
祉
と
く
ら
し

を
守
る
と
い
う
地
方
自
治

体
本
来
の
役
割
り
を
投
げ

捨
て
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
75
歳
と
い
う
年
齢
を

重
ね
た
だ
け
で
国
保
や
健

保
か
ら
追
い
出
し
別
枠
の

制
度
に
囲
い
込
み
、
負
担

増
と
給
付
減
を
強
い
る
と

い
う
世
界
で
も
類
例
の
な

い
高
齢
者
イ
ジ
メ
の
医
療

差
別
制
度
で
す
。

受
け
ら
れ
る
検
診
を
制

限
。
保
険
料
は
２
年
ご
と

に
改
定
さ
れ
、
後
期
高
齢

者
の
数
に
応
じ
て
、
自
動

的
に
引
き
あ
げ
、
年
金
か

ら
天
引
き
。
払
え
な
け
れ

ば
、
従
来
の
制
度
で
は
お

こ
な
っ
て
い
な
か
っ
た
保

険
証
取
り
上
げ
、
病
院
窓

口
で
10
割
の
負
担
で
す
。

日
本
共
産
党
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
、

無
慈
悲
な
保
険
料
取
り
立

て
、
高
齢
者
の
切
り
捨
て

を
絶
対
に
許
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
介
護
保
険
で
は

基
金
積
立
金
が
08
年
度
末

の
見
込
み
額
で
20
億
円
余
。

高
齢
者
一
人
に
付
き
、
３

１
２
５
０
円
も
の
た
め
込

み
。
保
険
料
を
取
り
立
て

る
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
を

削
減
し
て
い
る
姿
勢
が
明

確
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険

料
も
年
金
２
０
０
万
円
の

一
人
ぐ
ら
し
の
方
で
05
年

まちの願いを区政にむすぶ
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２００８年度、予算審議が終了しました

品
川
区
の
役
割
り
は
区
民
の
く
ら
し
と
福

祉
を
守
る
こ
と
な
の
に･

･
･

こ
れ
で
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
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新
年
度
予
算
編
成
は
、
政
府
が
「
構
造
改
革
」
の
名
で
す
す
め

て
き
た
、
一
握
り
の
大
企
業
・
大
資
産
家
の
利
益
だ
け
を
応
援
し
、

国
民
に
は
増
税
、
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
、
雇
用
破
壊
を
押
し
付

け
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
す
る
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今週号へのご意見・要望等ありましたらおよせくださ

区
民
に
か
ぎ
り
な
い
差
別
と
負
担
を

し
い
て
い
る
問
題
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度
に
は
３
２
１
０
０
円
、

08
年
度
に
は
７
３
３
７
５

円
と
２
．
３
倍
化
。
国
保

料
滞
納
世
帯
は
25
％
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
や
介

護
保
険
制
度
と
同
様
に
65

歳
に
な
れ
ば
年
金
か
ら
の

天
引
き
で
す
。

こ
う
し
た
際
限
の
な
い
負

担
の
増
加
は
、
国
民
階
保

険
制
度
を
根
底
か
ら
破
壊

す
る
も
の
だ
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

品
川
区
で
は
公
務
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
す
る
職
員
の

う
ち
三
人
に
一
人
は
派
遣

や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
よ

る
非
正
規
雇
用
者
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

夜
間
業
務
を
担
当
す
る

派
遣
職
員
の
保
育
士
で
は
、

品
川
区
か
ら
派
遣
会
社
に

２
６
０
０
円
が
支
払
わ
れ

な
が
ら
本
人
に
は
１
８
０

０
円
。
恒
常
的
業
務
で
あ

る
一
時
保
育
の
オ
ア
シ
ス

ル
ー
ム
は
３
年
ご
と
に
開

設
場
所
を
変
え
る
と
い
う

労
働
者
派
遣
法
違
反
ぎ
り

ぎ
り
の
行
為
。
人
材
派
遣

は
文
化
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
で
も

お
こ
な
わ
れ
、
派
遣
会
社

に
は
１
５
７
５
円
、
本
人

時
給
は
９
０
０
円
か
ら
９

５
０
円
。
ほ
か
に
も
委
託
、

指
定
管
理
の
も
と
で
多
く

の
非
正
規
雇
用
者
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
た
ず
さ
わ
り

な
が
ら
低
賃
金
で
の
雇
用

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見

過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
保
育
園
や
学
校
の
調

理
業
務
で
も
民
間
委
託
を

拡
大
。
08
年
度
は
26
名
の

正
規
職
員
を
削
減
し
７
校

を
委
託
。
昨
年
は
、
大
間

窪
小
学
校
、
荏
原
西
中
学

校
の
委
託
を
受
け
た
業
者

が
人
員
配
置
も
で
き
ず
に

給
食
を
児
童
に
提
供
で
き

な
い
と
い
う
事
態
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
マ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
の
非

正
規
雇
用
者
に
つ
い
て
も

「
必
要
に
応
じ
て
短
時
間

勤
務
。
不
安
定
雇
用
と
は

い
え
な
い
」
な
ど
と
し
て

い
ま
す
。
ス
マ
イ
ル
ス
ク
ー

ル
で
働
き
、
空
き
時
間
に

他
の
仕
事
を
し
て
生
活
す

る
実
体
を
直
視
す
べ
き
す
。

今
、
日
本
社
会
を
お
お

う
貧
困
の
広
が
り
の
根
源

に
は
人
間
ら
し
い
雇
用
を

破
壊
し
て
き
た
こ
と
に
あ

り
、
品
川
区
が
雇
用
破
壊

に
加
担
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

無
料
法
律
相
談
会
（
生
活
相
談
は
随
時
）

と
こ
ろ

す
ず
ら
ん
通
り
事
務
所

日

時

４
月

18
日
（
金
）

午
後
６
時
～
８
時

前
日
ま
で
に
５
７
４
２
ー
６
８
１
８
ま
で
お
電
話
を
下
さ
い
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
企
業
に
丸

投
げ
、
行
政
自
ら
が
年
収
２
０
０
万

円
に
も
満
た
な
い
不
安
定
雇
用
を
作
り

出
し
て
い
る
問
題
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